





文部 省 が,全 国的 に毎 年行 って い る体
力 ・運動能力調査 の結果 は,そ の調査が始
まった昭和39年か ら昭和50年頃 までの向、ヒ
傾向 は顕著で あったが,そ の後,昭 和60年
頃 までは停滞傾向が続 き,そ れ以後は,程
度の差 はあ る ものの,ほ とん どの年 齢段 階
で体力 ・運動能力 とも低 下傾向を示 してい
る(文部省,1998)。本年度公 表 された体力 ・
運動 能 力調 査結 果 につ い て も,成 人 の体
力 ・運動能力は向上傾 向にあるが,子 ども
については低下現 象が報告 されてい る。
ところが,体 力 ・運動能力の低r現 象 は,
単 に,子 どもが 以前 よ り運動で きな くなっ
た とい う表面的 な問題 だけで はない。つ ま
り,そ の影 には大 きな健康問題が潜 んでい
る。そ こで本稿 では,子 どもの体力低 下現
象 に潜 む健康問題 について論 述する。
体力
まず,体力 には,筋力 ・柔軟性 ・敏捷性 ・
瞬発力 ・全身持 久力 ・筋持久力 ・平衡性 ・
巧緻性 な ど,各 種 の体力要素が ある。 これ
らは行動 体力 と呼 ばれ,広 義 には運動能力
もこの行動体力 の中に入 る。 そ して,そ の
ほか,体 格 的要素(身 長 や体型 な ど〉・生
理 的抵抗力(温 度 や湿度 をは じめ,細 菌や
ウイルスに対す る抵抗 力 な ど)・精神的 適
応力(不 安や緊張等の精神的 ス トレス に対
す る抵抗力 など)等 の防衛体力があ り,そ
れ らを総称 して,一 般的 に体 力 といってい
る。 しか し,防 衛体 力 を正確 に測定す るに
は,困 難 な点がか な りあ り,行 動体力 を測
定 して,体 力の指標 として よく使 われて い
る。
その体 力(行 動体力)要 素 の中で,近 年
著 しい低下傾 向が話題 になった筋力(背 筋
力〉 と柔軟性 につい て,そ の低下現象が健
康上示す意味 を論究す る,,
筋力低下
背筋力(平 成10年度か ら改正 された新体
力 テス トで は測定 されていない)の 低下 は,
姿 勢の 悪化 ・腰 痛 ・直 立姿 勢持 続 性 の低
下 ・労働 能力や労働意 欲の低下 な どを招 く
といわれている。 つ ま り,背 筋力 は重要 な
筋 力である ことがわかる。 さ らに,背 部の
筋 肉には浅背筋(僧 帽筋 ・潤背筋 ・肩甲挙
筋 ・菱形筋)と,こ れ に覆 われ てその深層
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表1尿 中ク レアチニ ン排泄量 ・体重 ・除脂肪体
重 ・握力 ・背筋力の相関行列(戎,1988)
測 定 項 目Ul{2}〔 田{'n
尿 中 ク レア チ ニ
ン排 泄 量m
体 重f21⑪,39呂 亨(n=32)
除 月旨肪f4三重{苫〕 ⑪,456・享 ⑪.9〔38亭零
握 ノヌ4〕{L375.⑪,57⑪ 噂.⑪.{}01‡宰
背 筋 力㈲0.匹57轟 ⑪.哺9廿O,53n韓0.792艸
(奪印,韓 印 は,そ れ ぞ れ危 険 率5%末 満,1%未 満 の 右 意性
を表 す)
にあ る頸 ・背 ・腰 部の深背 筋 とがあるが,
背筋力 はこれ ら躯 間伸 筋の外瞥筋群 や'ド肢
伸展筋や手指屈筋等の共働作用の総称 であ
る とい う指摘(松 井 ら,1985)もある。背
筋力 の測定 には,背 部の浅背筋や深背 筋以
外 に,腰 ・脚 ・手指の筋 肉など,多 くの筋
肉が 関与 している とい う指摘が多い。
そ こで,ま ず背筋力 と尿 中ク レアチニ ン
排泄 量(24時闘[1口]の尿 の中に含 まれ る
ク レアチニ ン量 を定量 した もので,身 体の
筋肉量 との相関が多 く報告 されてい る)と
の 関連 を調 べ た(戎,1988L,表1よ り,
尿 中ク レアチニ ン排 泄量 は,体 重 ・除脂肪
体重(体 重 か ら体脂肪量[身体 の脂肪 の重
さ]を差 し引い た重 さで,筋 肉 ・骨 格 ・内
臓 な どの重 さを表 してい るが,筋 肉の重 さ
を反映 してい る といわ れる)・握力 ・背筋
力 のいず れ とも有意 な相関 を示 し,尿 中 ク
レアチニ ン排泄量 ・体重 ・除脂肪体 重 ・握
力 ・背筋力 の問では,ど の2つ の項 目間で
も有意 な相 関を示 した。
そ こで,3次 偏相 関を利用 して,相 関 を
示 したい くつかの項Hの 影響力 を除 いて,
尿巾 クレアチニ ン排泄量 と純粋 に相 関を示
した項 目を,表2の ように明 らかに した。
表2よ り,全 身の筋肉量 と比例 関係 にある
尿 中クレアチニ ン排泄 量は,体 重 ・除脂肪
体重 ・握力の影響力 を消去 した背 筋力 と有















巾クレアチニ ン排泄 量は背筋力 と純粋 に相
関がある とい うことになる。従 って背筋力
の低下現象は,全 身の筋肉量 の減少を示唆
してい ることがわか る。
次 に,背 筋力の生 化学的な機 能に注 日し
た。背筋力 は,血 液 巾の アル ドラーゼ(筋
収縮時の無気的過程 において,六 単糖 が三
単糖2分 子 に分解 す る際 に作 用す る)・グ
ル タ ミンオキサ ロ酢酸 トラ ンスア ミナ ーゼ
(GOT)・乳酸 脱水 素 酵 素(乳 酸 と ピル ビ
ン酸 の可逆 変換 を触 媒 す る酵 素 で,LDH
と略す〉・ク レアチ ンフォス フ ォキナーゼ
(筋収縮 時の無気 的反応 に関与す る酵 素で,
CPKと略 す)や 尿 中 ク レアチニ ン排泄 量
をは じめ,除 脂肪 体重 ・全身筋力指数 な ど
との関連が考 えられ ることか ら,そ れ らの
相 関関係 を調べ た(戎 ら,2000>。そ の結

























表 瑚 背筋力 ・血中CPK・尿中クレアチニン排泄量
間の1次偏相関(戎 ら,200ω
偏 相 関 係 数
r(背 筋 力 ・CPK一 ク レ ア チ ニ ン)O.'15学
1・(背筋 力 ・ク レ ア チ ニ ン ーCPIく)0.286
r(ク レ ア チ ニ ン ・CPK一 背 筋 力)0.228
尊P<⑪.⑪5
r(A・B-C}=Cの 影 響 力 を除 い たAとBと の 偏 相 関
果 は,表3に 示 した よ う に,背 筋 力 ・
CPK・尿中 ク レアチニ ン排泄量 問でお互い
に有意 な相関 を認めた。 そ こで,1次 偏相
関 を求め,そ の結 果 を表4に 示 した。表4
か ら,尿 中 クレアチニ ン排泄量 の影響力 を
除 いた背筋力 とCPI〈との 問 に有意 な相 関
のあ ることがわかる。 つ ま り背筋力 は,全
身の筋肉量 を反映する尿 中ク レアチニン排
泄量 よ りも,CPKと の 間 に有 意 な偏相 関
を示 した。
前述 の アル ドラーゼやLDIIは,激 しい
運動 をする ことで血液中に増 える(戎 ら,
1990)が,表3や表4に 示 した研究(戎 ら,
2000)では,酵 素 の活性度 が把握で きる量
で ある。従 って,背 筋力 とCPKと の 府意
な相関 を観察 したこ とか ら,背 筋力 と筋収
縮の無気的反応時 の酵素活性 との関連 も考
えられる。
つ ま り,最 近の子 どもの背筋力が低下 し
てい るとい う報告 は数多 くあるが,最 近の
子 どもの全 身筋 肉量が滅少 していることに
もな り,背 筋力 が弱 い とい うこ とは,た だ
単に,背 中の筋 肉が弱 い とい うことだ けで
はす まない。 さらに,背 筋力 は筋収縮の無
気的反応時の酵素 活性 とも関連があ る。全
身の筋 肉量 が少 な くて弱 ければ,前 述の よ
うに,姿 勢 の悪化 ・腰痛 ・市立姿勢持続性
の低 下 ・労働能力 や労働意欲 の低'ドなどが
十分考 え られる。
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表5小 学校5年 生女子における消費エネルギー ・
背筋力 ・柔軟性の相関行列(×1000)(戎ら,2000)
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人 ・女 子41人及 び5年 男 子22人・女子20
人)の エ ネルギー消 費量(平 日3日 間の平
均)と 背筋力 や柔軟性 との相関関係 を調べ
た(戎 ら,1989)が,エネルギ ー消費量 と
背筋力や柔軟性 との相関 が明 らか になった。
5年生女子の結 果を表5に 示 した(ほ かの
学年で も,同 様 の傾向であった)が,消 費
エ ネルギー(kcaレd乱y)は,背筋力 や伏臥
ヒ体そ らしとの問に有意 な相関 を認めた。
つ ま り,消 費エ ネルギーが多 く,活 動的 に
動 き回 っている子 どもほ ど,背 筋力や柔軟






















低 下 し,そ してその後,再 度1カ 月半運動
を実施す る(運 動再 開)と,低 下 していた
柔軟性 が有 意 に向上 した(戎 ら,198の。
その様子 を図1に 示 した。運動 の休 止や再
開 によって,柔 軟性 の減少 ・増加 の様子が
よ くわか る。 さらに この研究 では,筋 肉の
活性度 を表す血液中の酵素等 も,運 動休止
によ り減少 し運動再 開 によ り増加 してお り,
運動休 止による筋肉の萎縮 も明 らかになっ
た。
柔軟性 は,行 動 を11]滑に行 う力であ り,
関節 と筋 肉が関与 してい る(波 多野,1979)。
つ まり,柔 軟性が低下 してい るとい うこ と
は,関 節 が硬 く筋肉があ ま り仲 び縮 み しな
いこ とか ら,身 体 を円滑 に動かせないこ と
になる。従 って,身 体の柔 らかい人は,身
体を捻 った り手足 を十分伸ば して も,割 と
自出に身体 を動 かす こ とがで き,身 体の硬
い人が到底 で きない ような無理 な動 きで も,
難な くこなすこ とが で きる。反対 に,身 体
の硬 い人は,柔 らか い人の よ うに無理 に身
体 を動 かそ うとす る と,筋 を違 った り,ぎ
っ くり腰 を起 こ した りす る危険性が多 くな
る。
また,柔 軟性が劣 っている人は,バ ッ ト
でボール を打 とうとして も,或 いは,ラ ケ
ッ トでボール を打 とうと して も,腕 を十分
伸ばせ ない うえ,身 体 を動かせ る範囲が,
柔軟性 の優 れてい る人 よ りも狭 いこ とか ら,
スポー ッの場面では,柔 軟性 の劣 ってい る
人 は,か な り不 利 な条件 を背 負っているこ
とになる。ただ,・ 般的に,女 性 の方が男
性 よ りも身体が柔 らかい、,その理 由は,カ
ルシウム と蛋 白質の成分比 に差があ り,女
性 は,靭 帯 などに蛋 白質が豊 富である こと
か ら柔軟性 に優れ,男 性 は カルシウムが豊
富である為 に柔軟1生は劣 るが,男 性の場合
はそれだけ外部 か らの力 に対す る抵抗力が
強大 だ といわれている。
柔 軟性 を向上す る運動 には,柔 軟体操や
ス トレッチ体操 な どが あ り,背 筋力 向上 を
目的 に した運動 も考 え られるが,子 どもに
は特 定の運動 で特定 の体 力向上 を図 るよ り,
外 に出て元気 よ く遊 んで もらいたい。 元気
に動 き同る ことの楽 しさを,生 活の 中で十
分感 じ取 って,大 いに運動 を楽 しみ,そ の
結果,体 力が向上 し,健 康の維持増進が図
れ るようなライフス タイル を望 んでいる。
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